
淡路島内小児救急につし、て ）
日曜・祝日
年末年始

受付

　

午前９時～午前１１時３０分
時間

　

午後１時～午後４時３０分
洲本市応急診療所内にて小児科医が輪
番で救急患者に対応

洲本市応急診療所

　　　　　　

笠０７９９‐２４‐６３４０ 洲本市港２‐２６

夜間（毎日） 午後１０時～翌朝６時まで
各自の診療所におし、て小児科医が輪番
で救急患者に対応

小児夜間救急車記ヒンター

　　

笠０７９９‐４４‐３７９９

（３市共同実施）
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午後１０時から翌日６時まで、島内医師による輪番制で「小児夜間救急診療」を行います。
受診する際は、必ず 「小児夜間救急電話センター」（笠０７９９‐４４‐３７９９） へご連絡下さい。
看護師がすぐに診療が必要かどうか症状をお伺いして、当日の担当医療機関を案内します。

　

小児夜間救急診療は、重症患者を見落とさずに、早期入院が必要であるかどうかを判断する
ことを目的としてし、ます。入院が必要と判断された場合は、県立淡路医療センターをご紹介し
ます。入院が必要でないと判断された場合は、明朝かかりつけ医を受診してください。

　

また、 次の点をご了承ください。

　

インフルエンザ迅速診断等の検査は行いません。

　

頓服薬以外の薬は処方できません。
会計ができないため、５，０００円の預かり金を徴収し、 後日精算いたします。
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中毒１１０番電話サ．ビス
■大阪中毒１１０番 （３６５日２４時間対応）

　　　　　　　　　　　　

笠０７２・７２７１２４９９

■つくば中毒１１０番 （３６５日９時から２１時対応）

　　　　　　　

笠０２９‐８５２‐９９９９

■タバ］専用電話（３６５日２４時間対応、テープによる情報提供） 笠０７２‐７２６‐９９２２

　　

中毒１「０番は化学物質（たばこ、家庭用品など）、医薬品、動植物の毒などによって起こる急性

　

中毒について、実際に事故が発生している場合に限定し、無料で情報提供するものです。

　　

詳しくは、 財団法人

　

日本中毒情報センターのホームページ （ｈｔｔＰ：／／ｗｗｗ．ｉ‐Ｐｏｉｓｏｎ‐ｉｃ．ｏｒ．ｉｐ）

　

をご覧ください。
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兵庫県 小児救急医療電話相談
こどもの急な病気・ケガでお悩みの方は、下記にお気軽にご相談ください。
プッシュホン回線………………………＃８０００
ダイヤル回線、 携帯電話、ＩＰ電話……笠０７８‐７３１‐８８９９

月～土曜日：１８時～２４時

　　　

日曜日、 祝日、 年末年始：９時～２４時

こどもの救急一おかあさんのための救急＆予防サイト（ＯＮＬ１ＮＥ－ＱＱ）

淡路島内小児救急につし、てのお問し、合わせは

洲本市健康増進課

　

賓２２‐３３３７
南あわじ市健康課

　

笠４３‐５２１８

淡路市健康増進課

　

笠６４‐２５４１
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発行

　

平成２７年４月

製作

　

洲本市・南あわじ市・淡路市
洲本市医師会・南あわじ市医師会・淡路市医師会
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３８℃以上の時

●発熱が３８℃未満の場
合は発熱以外の症状
で判断してくださし、
（他のチャートを参
考にしてくださし、）
・水分補給、体を冷や
すことが大事です

く咳が出る〉

●上体を高くして寝か
せましよう
●水分補給を十分にし
てあげて＜ださし、
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数回の０睡吐

●脱水症にならなし、よ
うに、 少しずつこま
めに水分を補給しま
しょう

．がまんできないような痛
みなら、解熱剤（鎮痛剤）
を使用して１時間ほど様
子をみましょう

＼
，赤ちゃんが生
後４カ月以上

（
（
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機嫌良好で、０甫乳
量も変わらない

機嫌良好で、０甫乳
（水分摂取）量も
変わらない

　　

電話相談して指示を
「

　

仰ぐ

直ちに受診］

翌朝かかりつけ医受
診、ただし症状悪化
があれば救急受診

１ 直ちに受診１

生後６ヶ月未満、または

　

けいれんが１０分以上続いてし・る
Ｌ”

けいれん，が止まっ
ている

けいれんが起こつた時
の処置
●あわてない
●命にかかわることは
ありません
●何もするな
●□の中に指や箸を入
れないでください
●楽な姿勢で
体を横に向けて、衣
服を緩めてください
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」 直ち に受 診 １

　

０回比がある

　　　　　　　　　　　　　

０回比のチャー ト参照
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「日

　

直ちーこ受診ｎｌ時堂以上腹痛が続く

　

発熱や耳だれがある 翌朝かかりつけ医受診

　

咳が軽く、眠れる 翌朝かかりつけ医受診

Ｄ亥やぜし、ぜし、で眠れなし、
Ｄ亥込んで何度も吐く
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し、つもと変わらない 　翌朝かかりつけ医受診－－－
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一激しい腹痛または頭痛

　

１
１
直ち，こ受診 」血や緑色の吐物

　　　　

１」血の混じつた下痢

直ち１こ救急車を呼ぶ

・がまんできなし、ような痛
みなら、解熱剤（鎮痛剤）
を使用して１時間ほど様
子をみましよう
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頭を強く打った
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けいれんに左右差が
日，
直ちに受診 三

　

ある

＼、 呼んでも返事しない
　

直ちに救急車を呼ぶ１

＼、阻距諏闇翻

　

１
「 塗チャート参照 １

直ちに受診 ョ

直ちに受１

家庭での注意事項
解熱剤（座薬など）は、家庭に常備しておし、て下さし、。急な発熱以外にも、解熱剤は鎮痛
作用がありますので、腹痛、頭痛、耳痛などの時にも使用して様子を見て下さし、。
０嵩息のあるかたは、夜間発作時の対応をかかりつけ医と相談しておきましょう。


